
第２次熊本市都市マスタープラン（地域別構想）の見直しについて（案） 

 １.現在の第２次熊本市都市マスタープラン（地域別構想） 

○全体構想で示された都市の将来像である「多核連携都市」に向けた基本方針を示したもの。 
 ⇒居住促進エリア及び地域拠点のエリアを設定し、居住機能の誘導方針や都市機能の集積方針を 
   示している。 
○各区の特性を踏まえ、より詳細なまちづくりの方針や都市政策上の主な取り組みを体系的に明らか 
 にする役割を担うもの。 
○目標年次や対象区域・人口フレームについては全体構想と同じく平成37年までとしている。 

（１）「都市機能」「居住」に関する表現の整理について 

 ４.見直しにおける課題 

 ２.見直しの方針（案） 

 ５.対応（案） 

（２）防災・減災に関する具体的な見直し部分について 
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○全体構想の見直しを踏まえ、特に防災・減災面での見直しを行い、現計画の骨格は継続する。 
  ⇒各区の特性と現況を再整理し、各区における具体的な取り組みについて追記する。 
【見直しの方針】 
 ■現計画から継続するもの（骨格） 
  ①計画期間 ②中心市街地および地域拠点 ③居住機能の誘導方針や都市機能の集積方針 
  ④各区における都市づくりの基本的な考え方 
 ■現計画から変更するもの 
  ①全体構想の見直しを踏まえ、各区の特性を踏まえた防災・減災面の見直しを行う。 
  ②統計等のデータを、新しい情報へ修正及び追加する。 

 ３.見直しの体系図（案） 

○全体構想の見直しを踏まえ、特に下記の部分について見直しを行う。 
 ①３章 各区における都市づくり／（１）区の特性と現況／５）暮らしの環境（災害リスクと対策基盤） 
  ⇒各区の各種災害リスクを再整理し、防災関連図について分かりやすく修正する。 
 ②３章 各区における都市づくり／（２）区における都市づくり／Ⅱ分野別取り組み／７）都市防災 
  ⇒全体構想の「都市防災の方針」で整理された、三つの柱について、地域別構想に反映させる。 
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１章 都市の現況と課題

２章 都市づくりの基本理念と目標

３章 都市構造の将来像

① 都市空間の構成方針

② 都市の全体構成

４章 分野別の基本的な方針

① 土地利用の方針

② 都市交通体系の整備方針

③ 市街地整備の方針

④ 住宅整備の方針

⑤ 自然環境保全及び公園緑地等

公共空地整備の方針

⑥ その他の都市施設の整備方針

⑦ 都市景観形成の方針

⑧ 都市防災の方針

・災害に強い都市基盤の形成

・災害時でも機能する拠点の整備

・市民・地域・行政の災害対応力

の強化

５章 今後の進め方

全体構想の主な見直し箇所

全体構想で掲げた「多核連携都市」づくりに
向けた方針を示します。
１. 熊本市の都市構造の変遷と現状
２. 熊本市の都市づくりにおける問題及び課題
３. 多核連携都市づくりに向けた基本的な考え方
４. 居住促進エリアの設定と現状
５. 地域拠点のエリア設定と現状
６. 多核連携都市づくりに向けた方針

２章 多核連携都市に向けた基本方針

１章 地域別構想の役割・構成

区の基礎的な都市基盤を示すとともに、区の範
囲ごとに主な取り組みを示します。
(1) 区の特性と現況

１）概況・特性・役割
２）人口
３）土地利用
４）区が誇る資源・資産（文化財や自然環境）
５）暮らしの環境（災害リスクと対策基盤など）

(2) 区における都市づくり
Ⅰ 多核連携都市づくりに向けて
Ⅱ 分野別の取り組み

～将来の都市づくりの姿《将来構成図》

３章 各区における都市づくり

地域別構想の主な見直し箇所
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４章 多核連携都市の実現に向けて

５章 今後の進め方

①各種計画の見直し
を踏まえ再整理

反映
②３つの柱で
再整理

（１）「都市機能」「居住」に関する表現の整理について 

～問題点～  
○各計画の都市機能や居住に関する表現の統一がされていない。 
 ⇒都市機能について・・・「集積」、「拡充」、「維持」、「更新」、「確保」 等 
 ⇒居住機能について・・・「集積」、「推進」、「促進」、「誘導」 等  

～対応（案）～  
○全体構想の見直し時に、表現の整理を行っており、それに合わせる。 
  ⇒総合計画や立地適正化計画との整合を図り整理を行っている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・都市機能 

・居住 

（２）防災・減災に関する具体的な見直し部分について 

○全体構想の見直しを踏まえ、各区の特性と現況に応じた具体的な施策を記載する。 

② 各区における都市づくりについて 

現在の記載（中央区の場合） 
（災害リスクと対策基盤など）  （※黒字：現在の記載  赤字：見直しによる記載案） 
 ・中央区の多くが準防火地域に指定され、中心市街地周辺は防火地域に指定されており、 
   立田山は宅地造成等規制区域に指定されています。また、区内を流れる白川は天井川で 
   あり、氾濫時には甚大な被害が想定されるため災害対策が求められ、坪井川緑地は坪井 
   川増水時の流量を調整する機能を担っています。（液状化等のリスクについても記載） 
 ・（避難所の情報について、井戸やマンホールトイレの設置状況も含めて記載） 
 ・災害時救急医療の拠点として市が指定する公的病院として、国立病院機構熊本医療セン 
   ター、熊本地域医療センター、熊本大学医学部附属病院が指定されています。 
 ・国道3号や主要地方道熊本高森線（通称電車通り）、産業道路などが第一次緊急輸送路に 
   指定されており、上記病院へのアクセス道路となっています。 

その他 

 
  
 ⇒各種計画の見直しを踏まえ、下記の情報について再整理し反映させる。 
   ・液状化等の各種災害リスク 
   ・避難所の情報（井戸やマンホールトイレの設置状況）   
   ・道路の整備状況や、具体的な道路整備予定箇所     等 

① 各区の特性と現況について 



第２次熊本市都市マスタープラン（地域別構想）の見直しについて（案） 

意見１ 避難所が適切に機能しなかったことは課題 
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５）暮らしの環境（都市施設など） 
（災害リスクと対策基盤など）  ※中央区の場合 
 ・中央区の多くが準防火地域に指定され、中心市街地周辺は防火地域に指定されており、 
   立田山は宅地造成等規制区域に指定されています。また、区内を流れる白川は天井川で 
   あり、氾濫時には甚大な被害が想定されるため災害対策が求められ、坪井川緑地は坪井 
   川増水時の流量を調整する機能を担っています。 
 ・災害時救急医療の拠点として市が指定する公的病院として、国立病院機構熊本医療セン 
   ター、熊本地域医療センター、熊本大学医学部附属病院が指定されています。 
 ・国道3号や主要地方道熊本高森線（通称電車通り）、産業道路などが第一次緊急輸送路に 

   指定されており、上記病院へのアクセス道路となっています。 
 ・中央区の 

７）都市防災    
〇都市災害の対策 
  ・公共空地の確保や緊急輸送路の維持管理 
    ・防火地域の継続指定による火災の延焼を防止 
    ・内環状道路の内側等を中心に準防火地域を適用し、火災の延焼防止を推進 
    ・密集した市街地においては、地区計画、建築協定等の活用による公共空地確保を促進 
    ・建築物やライフラインの耐震化を推進し、災害時における拠点としての確保に努める 
  〇自然災害の対策 
   ・河川氾濫や土砂災害に対する防災対策を計画的に推進  
  〇地域防災力の向上 
   ・自主防災クラブの結成促進と地域版ハザードマップ作成推進 

② 各区における都市づくりについて 

○全体構想の見直しを踏まえ、都市防災に関する部分を「災害に強い都市基盤の形成」 
  「災害時でも機能する拠点の整備」「市民・地域・行政の災害対応力の強化」で再整理し 
  各区の現況と特性を踏まえた施策について記載する。 

Ⅱ 分野別の取り組み 
  1）土地利用 

   2）都市交通体系の整備 
   3）市街地整備・住宅整備 
   4）自然環境保全及び公園緑地等 

 公共空地整備 
     5）その他の都市施設の整備 
     6）都市景観形成 
     7）都市防災 
      ・都市災害の対策 
      ・自然災害の対策 
      ・地域防災力の向上 

Ⅱ 分野別の取り組み 
  1）土地利用 

   2）都市交通体系の整備 
   3）市街地整備・住宅整備 
   4）自然環境保全及び公園緑地等 

 公共空地整備 
     5）その他の都市施設の整備 
     6）都市景観形成 
   7）都市防災 
      ・災害に強い都市基盤の形成 
      ・災害時でも機能する拠点整備 
      ・市民・地域・行政の災害対応力 
     の強化 

全体構想を踏ま
え、各区の施策
を整理し記載 

 ６.スケジュール（案） 

 ５.その他検討案 

①各区の都市機能のカバー率やカバー状況を掲載し、都市機能の維持・確保について記載 

例）植木地区の場合（立地適正化計画より抜粋） 
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②熊本地震の渋滞状況箇所や、通行止め箇所を図で示し、対策等を記載。 

例）地震発生直後の渋滞状況（期成会資料より抜粋） 

○第３章 各区における都市づくり／（１）各区の特性と現況に、次の情報の追加する。 
 ①（都市施設）に、各区にどのような都市機能が必要なのか整理するため、都市機能別の人工カ 
   バー率やカバー状況を掲載し、都市機能の維持・確保について記載する。 
 ②（災害リスクと対策基盤）に、熊本地震の状況を踏まえ記載するため、地震直後の道路渋滞状況 
   箇所や通行止め箇所を図示し、各区の状況及び対策について記載する。 

 ＜地域別構想の見直し＞ 

３章 各区における都市づくり 

（１）各区の特性と現況 

1）概況・特性・役割 2）人口 3）土地利用 

4）区が誇る資源・資産 

5）暮らしの環境 

 ・都市施設 

 ・市街地整備 

 ・移動環境 

 ・主要な公共公益施設 

 ・法規制など 

  ・災害リスクと対策基盤 

○現在の防災関連図 ○液状化ハザードマップ 

○洪水ハザードマップ 

道路整備予定箇所 

各種災害リスクを 
分かりやすく図示 

～参考（愛知県瀬戸市）～ 

○液状化危険度の分布状況 ○水害・土砂災害危険度の分布状況 

避難所 
（井戸・マンホールトイレ） 

各種災害リスク 

（液状化等） 

① 各区の特性と現況について 

道路整備状況 

整備予定箇所 

不
足
し
て
い
る
情
報
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避難所 

（井戸・マンホールトイレ） 

反映 

現在の記載（中央区の場合） 
都市防災（※黒字：現在の記載  赤字：見直しによる記載案） 
・都市部では公共空地の確保や緊急輸送路の維持管理に努め、都市災害対策を図ります。 

・防火地域が指定されている本市の都心部は、防火地域の継続指定により、建築物の構造
等を原則耐火建築物のみとすることで、火災の延焼を防止します。 

・内環状道路の内側や水前寺地区を中心に準防火地域を適用し、密集した住宅地における
火災の延焼防止を推進します。 

・密集した市街地においては、地区計画、建築協定等の活用による公共空地（オープンス
ペース、区画道路、街区公園等）の確保を促進します。 

・中心市街地は、昼間人口も多いことから、重点的に建築物やライフラインの耐震化を推進し、
災害時における拠点としての機能確保に努めます。 

・家屋が密集し、道路が狭隘な市街地では、緊急車両が通れる空間を確保に努めるとともに、
公共空地等を設け延焼遮断空間の形成を図ります。 

・熊本城一帯や大学、白川河川敷など都市部のオープンスペースを広域避難場所として確保
します。 
【自然災害の対策】 

・白川や坪井川の河川氾濫及び急傾斜地での土砂災害に対する防災対策を計画的に進めま
す。 
【地域防災力の向上】 

・自主防災クラブの結成促進と地域版ハザードマップ作成の推進により地域防災力の向上を
図ります。  
 
 

平成30年6月の策定を目指す【6月議会で報告】 

○平成29年10月に第１回策定委員会を開催し、6月に見直し素案を策定・公表を目指す。 
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パブコメ

 ＜地域別構想の見直し＞ 

３章 各区における都市づくり 

（1）各区の特性と現況 

（2）各区における都市づくり 

Ⅰ 多核連携都市づくりに向けて 

1）居住機能の誘導方針 

2）都市機能の集積方針 

3）公共交通の利用促進の方針 

 Ⅱ 分野別の取り組み 

1）土地利用 

2）都市交通体系の整備 

3）市街地整備・住宅整備 

4）自然環境保全及び公園緑地等 

公共空地整備 

5）その他の都市施設の整備 

6）都市景観形成 

7）都市防災 

 ・都市災害の対策 

 ・自然災害の対策 

 ・地域防災力の向上 

＜全体構想の見直し＞ 

４章 分野別の基本方針 

①土地利用の方針 

②都市交通体系の整備方針 

③市街地整備の方針 

④住宅整備の方針 

⑤自然環境保全及び公園緑地等公

共空地整備の方針 

⑥その他の都市施設の整備方針 

⑦都市景観形成の方針 

⑧都市防災の方針 

 ・災害に強い都市基盤の形成 

 ・災害時でも機能する拠点の整備 

 ・市民・地域・行政の災害対応 

力の強化 
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全体構想を踏ま
え、各区の施策
を整理し記載 


